
設
立
さ
れ
た
、
大
変
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
同
愛

記
念
病
院
の
院
長
を
拝
命
し
、
大
き
な
責
務
を

感
じ
て
お
り
ま
す
。
当
院
に
は
22
年
前
か
ら
勤

務
し
て
お
り
、
主
に
外
科
の
診
療
に
従
事
し
て

き
ま
し
た
。
5
年
前
か
ら
は
副
院
長
と
し
て
、

病
院
の
運
営
に
も
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後

は
一
層
病
院
運
営
に
力
を
尽

く
し
、
近
隣
の
住
民
の
皆
様
の

お
役
に
立
ち
、
頼
ら
れ
る
病
院

に
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

当
院
を
一
口
で
言
い
ま
す

と
、
地
域
の
中
核
の
急
性
期
病

院
で
す
。
東
京
都
指
定
二
次
救

急
病
院
と
し
て
救
急
診
療
に

力
を
入
れ
、
特
に
心
疾
患
に
関

し
て
は
、
東
京
都
C
C
U
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
加
盟
し
て
お
り
、

急
性
心
筋
梗
塞
患
者
の
受
け

入
れ
数
は
、
都
内
11
位
の
実
績

を
上
げ
て
お
り
ま
す
。

外
科
系
診
療
科
で
は
、
患
者

さ
ん
に
負
担
の
少
な
い
低
侵

襲
手
術
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

外
科
、
整
形
外
科
、
泌
尿
器
科

で
は
鏡
視
下
手
術
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

2
0
1
4
年
に
は
手
術
支
援
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ロ
ボ
ッ
ト
（
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
）
を
導
入
し
、
泌
尿

器
科
で
は
前
立
腺
が
ん
手
術
に
加
え
て
、
腎
臓

が
ん
手
術
で
も
多
用
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
当
院
は
長
年
に
渡
り
、
気
管
支
ぜ
ん

そ
く
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
つ
い
て
、
日

本
の
医
療
界
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
小
児
の
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
が
急
増
し
、
社
会
的
に
も
大
変
な
問
題
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。今
後
も
、小
児
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
の
診
断
と
治
療
に
幅
広
く
対
応
す
る
た

め
、
2
0
1
6
年
に
小
児
科
に
「
小
児
ア
レ
ル

ギ
ー
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
す
べ
て
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
を
取
り
扱

う
ア
レ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
を
院
内
に
設
置
す
る

計
画
で
す
。

血
液
内
科
で
は
無
菌
室
を
3
室
用
意
し
、
血

液
系
悪
性
腫
瘍
の
治
療
に
積
極
的
に
取
り
組
む

な
ど
、
ほ
か
の
内
科
系
診
療
科
も
大
変
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。
病
気
は
治
療
だ
け
で
は
な
く
、

早
期
発
見
や
予
防
も
非
常
に
重
要
で
す
。
今
後

は
、
検
診
や
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
ま
ず
検
診
セ
ン
タ
ー
の

大
幅
な
改
装
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
急

性
期
病
院
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
時
代
に
即
し
た
診
療
体

制
の
維
持
発
展
と
と
も
に
、
地
域
の
医
療
機
関

及
び
介
護
福
祉
施
設
と
の
一
層
の
連
携
を
お
願

い
し
て
、
親
切
で
適
切
な
医
療
の
提
供
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

6
月
9
日
に
院
長

に
就
任
致
し
ま
し
た

前
田
で
す
。

関
東
大
震
災
に
対

す
る
米
国
民
の
義
援

金
の
一
部
を
も
と
に

院
長
就
任
の
ご
挨
拶�

同
愛
記
念
病
院
　
院
長 

前
田 

守



神経科・精神科ではこころの病気の外来治療を
行っています。

こころの病気には、� �
どんなものがあるのでしょうか
こころの病気では精神や行動に異常が現れます。
主な病気には、うつ病、不安障害、統合失調症、認
知症などがあります。

こころの病気では、� �
どんな症状が現れますか
気分がふさぎ込む、やる気が
出ない、あれもこれも心配、も
の忘れ、実際にないものが見え
たり、実際にない声が聞こえた
りするといった症状のほか、こ
ころの問題が身体の症状として
現れることがあります。
よくあるのは、食欲がなくな
る、体重が減る、夜眠れない、
身体がだるい、頭が痛い、胸が
苦しいといったものです。

こころの病気では、� �
どんな検査が行われるのでしょうか
こころの病気の診断の多くは、話をよく聞くこと
から行われます。ご本人の話だけでなく、家族など
周囲の方の話も非常に重要です。身体の問題が直接
こころの問題を引き起こすことがあるので、血液検
査や脳を中心とした画像検査は必要です。
特に認知症の診断には、頭部核磁気共鳴画像

（MRI）と脳血流などのシンチ検査が非常に有用です。

このほか、知能検査などの心理検査もできる体制は
整っています。

神経科・精神科の特徴は、� �
どんなところにありますか
まず、画像診断技術を用いた認知症の診断につい
ては力を注いでいます。この際「病診連携」を最大
限に利用したいと思います。また、入院中の患者さ
んに対するコンサルテーション活動を行っています。
入院中には手術後などにせん妄（意識のくもりを

伴う興奮状態）がしばしば認められます。身体的な
問題を抱えることにより、不眠やうつ症状などのス
トレス反応が起こることは稀ではありません。こう
いった入院中のこころの問題に対しても、できるだ
け対応できるよう毎週各病棟を回っています。

精神科の治療は薬物療法が中心になっております
が、薬には副作用が必ずあります。睡眠薬や抗不安
薬の依存性は最近話題になっています。他科から数
種類の薬が出ていることも多いので、当科では必要
な薬だけを用いる努力をしております。
残念ながら、当科は外来だけであり、緊急を要す

る患者さんや入院を必要とする患者さんには対応が
できません。特に、初診の患者さんには時間をかけ
ておりますので、�予約制と人数制限を行っておりま
す。ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。
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同 愛 記 念 病 院
〒130-8587 東京都墨田区横網2丁目1番11号
TEL. 03-3625-6381（代）　FAX. 03-5608-3211

JR総武線 両国駅（西口）から徒歩7分
都営地下鉄浅草線 蔵前駅から徒歩10分
都営地下鉄大江戸線 両国駅から徒歩5分
●都営バス　（錦糸町〜大塚駅）石原1丁目停留所から徒歩3分

■交通案内

● 次回は2018年1月（第42号）発行予定になります。

同愛記念病院は地域の要請をふまえ地区の基幹病院として親切で適切な医療を提供し社会に貢献します。同愛記念病院の理念

　�循環器内科、血液内科、糖尿病・代謝内科、腎臓内科、消化器内科、神経内科、
一般内科、神経科・精神科、アレルギー・呼吸器科、小児科、外科、整形外科、形成外科、
皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、リハビリテーション科、放射線科、麻酔科

〈診療科目のご案内〉

〈病床数〉403床

当院では外来予約制です。
初診/（月〜金）午前8時30分〜正午（紹介状のある方は午後3時）
	 （土）	 午前8時30分〜午前11時
再診/ご予約のない方：自動再来受付機にて午前8時30分〜正午
　　  次回のご予約は診察後にお申し込みください。
休診日/日曜日、祝日、年末年始（12月29日〜1月3日）

神経科・精神科のご紹介 神経科・精神科　部長　本橋伸高


